
プレゼント EA使い方マニュアル 

 

 

購入読者さまの特典として、自動売買のＥＡ(Stay_Gold_77)をダウンロードすることが

出来ます。 

この EAは完全なほったらかしで利益を狙うタイプではありません。運用者自身で相場が

レンジなのかトレンドがどちらなのかを考えて利用する EAです。裁量売買のサポート的な

使い方をするための EAです。 

戦略、パラメータの説明、メタトレーダーへの導入、設定の方法について説明をしてい

きますね。 

 

＊注意点 

なおEA(Stay_Gold_77)の動作確認はFX会社Big Boss Financial のMT4で行っています。

通貨ペアと売買単位（0.1が 1万通貨）が同じで価格桁数（例えばドル円で小数点以下 3桁

表示）であればブローカーを問わず稼働すると思います。ただ全ての FXブローカーでテス

トしたわけではないのでご了承ください。 

 

 

戦略ロジック 

 

１つのＥＡに２個の別々の戦略が入っています。 

まずシステム１ですが、ナンピンタイプのＥＡとなります。全部で５本のポジションを持

つＥＡで大きなトレンドが出ている時は成績は悪いですが、レンジ相場の時は利益を上げ

ます。スタートしてすぐに最初のポジションをロング、ショートの両建てで持ちます。 

ナンピン幅は、35、105、210、350(pips)ロットは 1、2、3、5（倍） となっています。 

レンジ相場用のロジックです。 

 

次にシステム２の戦略ですが、日足のフィボナッチボリンジャーにぶつかった時に逆張

りポジションを持つトレードです。１ヶ月ポジションを持たない時もあり、また多いとき

は１ヶ月に数本のポジションを持つこともあります。のんびりとしていますが、非常に高

い勝率のＥＡです。 

 

パラメータ 

 

次にパラメータのデフォルト設定の内容と説明をします。 



 

◆ System1 

買いマジックナンバー=100001 

売りマジックナンバー=100002 

＊マジックナンバーはプログラム内部で使用するので重ならない数字に設定する。 

＊マジックナンバーが他の EAと競合する場合には、必ず変更してください。 

 

買い ON/OFFフラグ=true 

売り ON/OFFフラグ=true 

＊システム１を使用しない時は、両方とも Falseに設定する 

 

初期取引ロット=0.05 

利食い幅(1Pips単位)=40 

＊初期ポジションのみ、ナンピンポジションは平均レート＋（利食い幅÷４） 

損切り幅(1Pips単位)=450 

 

◆System2 

買いマジックナンバー=200001 

売りマジックナンバー=200002 

＊マジックナンバーはプログラム内部で使用するので重ならない数字に設定する。 

＊マジックナンバーが他の EAと競合する場合には、必ず変更してください。 

 

買い ON/OFFフラグ=true 

売り ON/OFFフラグ=true 

＊システム２を使用しない時は、両方とも Falseに設定する 

 

取引ロット=0.05 

利食い幅(1Pips単位)=70 

損切り幅(1Pips単位) =40 

 

◆その他の設定 OtherSet 

共通スリップページ 0.1Pips単位=33 

 

EAのセットの方法 

１、チャートはドル円の１時間足を表示しておく 

２、MT4上で、ファイル→データフォルダを開く をクリックして下さい。 



 

 

３、全てのエキスパートアドバイザー(EA)は次のフォルダ名へ保存されます:MQL4 > 

Experts 



 

４、Expertsフォルダーを開き、そこへＥＡプログラム Stay_gold_77_Version0.3.1.ex4 を

コピーします。 

 



５、コピーしたフォルダーを閉じ、メタトレーダを一度再起動する。 

６、ナビゲーターウィンドウのエキスパートアドバイザーを展開すると、ＥＡが追加され

ているのがわかる。追加されていない場合は、ＥＡが正しくコピーされていないのでもう

一度手順２からやり直します。 

 

７、ＥＡをドラッグ＆ドロップで、表示しているチャートの上に落とす。 

 

８、メニューの自動売買のボタンを押す。 

 

 

 

９、チャートの右上がニコちゃんマークになれば、自動売買が起動している。 

週末でレートが動いていない時は、ニコちゃんマークにはなりません。 

 

 

お試しで自動売買ＥＡを使ってみたい方は一度使ってみてくださいね。ただしある程度ご

自分の裁量で自動売買を動かしたり、止めたりは出来るようにしてくださいね。 


